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　高校受験の時、当時は都内でも珍し
かった国際学科がある学校を選びまし
た。と言っても、海外に特に興味があっ
たわけではなく、中学生のころからあこ
がれていたチアリーディングの部活動に
没頭する日々。周りには留学したり、ボラ
ンティアをしたりする人もいましたが、
「世界を救わなきゃ！」なんて言葉が、
私の中ではどうしてもしっくりこなかっ
た。高校生にとって“世界”はあまりにも
大きく感じられたし、日本にもまだまだ
大変なことがたくさんある中で、私たち
ができることなんてないんじゃないかと
思っていました。
　そんな私の転機となったのは、大学に
入ってから参加した中国へのスタディー
ツアーでした。都市から農村に入ると景
色は一変。大自然が広がっていて、みん
な馬で移動していました。自然に溶け込
んでいる彼らを目の当たりにして、東京
の生活ってなんて希薄なんだろうって―。
恥ずかしくなりました。帰国後はいても
たってもいられなくなって、電車を使わ
ず、自宅から大学まで２時間かけて歩い

て通うようになりました。周りからは、ち
ょっとおかしな子と思われていたかもし
れません。
　それをきっかけに、アジアに一人旅を
するようになりました。最初のころは、文
化の違いなど心を突き動かされることが
いっぱい。でも次第に、一つ一つのちょ
っとした発見こそが、かけがえのないも
のに感じられるようになりました。
　そして今年の２月には、バングラデシ
ュとネパールで日本のＮＧＯの活動を視
察するお仕事をいただきました。実は、
国際協力の現場に足を踏み入れるのは
初めて。一人で旅をしている時には触れ
ることのできない世界でした。
　そこには、地元の人たちと寄り添いな
がら、日本人女性がパワフルに、生き生
きと活動している姿がありました。そし
てやっと、長年私が抱いてきた“疑問”
の答えを見付けたのです。国際協力に携
わる人たちは「世界を救おう」と思って
いるわけではない。彼らが守りたいの
は、今ここにいるこの人たちなんだ―。
国際協力は、個人と個人の“縁”や“つな

がり”から生まれ、現場の人たちの優し
い思いに支えられた活動なのだと気付か
されました。
　スラムに行く前はとても緊張していた
のですが、日本人スタッフの方に「楽し
んでいいんだよ」と言われて、とても気持
ちが楽になりました。子どもたちは元気
いっぱいで、一緒に笑ったり、走り回っ
たり、逆に私がパワーをもらったくらい
です。そこには、私が勝手に思い描いて
いた“かわいそうな”スラムはありません
でした。 
　自分の知らない世界と出会えると、と
てもワクワクします。私はこれからも開発
途上国と等身大で向き合い、そこに散り
ばめられている“おもしろいこと”を、皆
さんに伝えていけたらと思っています。

私の 人とのつながりから生まれる

FUJIOKA Minami

タレント  藤岡みなみ

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1988年東京都出身。東京都立国際高等学校、上智
大学総合人間科学部社会学科卒業後、タレント・歌
手として活動。ジャイアントパンダ研究家。2010年より
NHK「穴場ハンター」にレギュラー出演。公益財団
法人緑の地球防衛基金のプロジェクト「Team Sho-
kurin」SHOKURIN応援団。「なんとかしなきゃ！プロ
ジェクト」著名人メンバー。
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